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薬物乱用防止教室  

 １月２４日５時限目に、弥富ライオンズクラブ主催の薬物乱用

防止教室が行われました。講師はさくら動物病院の院長、平林弘

行先生です。私は今までも薬物乱用防止教室に参加したことがあ

りますが、視点を変えての講演がとても良かったです。  

 講演の主な内容は  

 

 

 

 

 

等です。特に、薬の依存症になってし

まうと脳が委縮してしまい、廃人（何

もできなくなってしまう人）になり、

自分で考えることもできず、やりたい

こともやれなくなるという具体例は

子ども達の心に響いたと思います。  

 危険薬物だけでなく、身近な頭痛薬

等も依存性があるという新聞記事も

出ています。薬はお医者様や薬剤師の方に相談しながら使いたいですね。  

 

 

 ２時間目に４年生のクラスで田中先生、３時間目に３年生

のクラスで安藤先生が道徳の研究授業を行いました。  

この研究授業は、代表の先生の授業を校内の先生が参観し

ます。授業後に先生方によって授業の良かったところ、改善

すべきところを話し合い、最後に弥富市授業アドバイザーの

中村浩二先生から指導していただき、教師の授業力を上げて

いきます。中村先生から、お二人の先生の授業力が上がって

いることを褒めていただきました。その上で、もっと良くな

る方法を指導していただきました。  

我々教師はこれからも、日々よりよい授業作りができるよ

うに研鑽していきます。  

現職教育（授業力向上研修）１月２７日（金） 

①薬物を乱用することで失うもの…自由、健康、命  

②私たち人間は生かされている…自分の意志に関係なく動いて

いる心臓の音を、代表児童の心音を聞かせることで実感  

③２０本入りのタバコを一年間購入した金額…ゲーム機〇個分  
平林 弘行 先生  

聴診器で心臓の音を

聴いています  


